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秋祭り

'93
11 月

今年 も鹿島 神社の 例大祭が｡10 月ｰ  9 ､ 20 日

にかけて行 われ、町中が祭一 色に染 まりまし

た。

80店ほ どの露店がひし めくなかを、神輿や

山 車か練 り歩 き、 大勢の 人で賑 わい ました。

神輿と山 車の 激しい ぶっか りあいか 行われ

ると祭 りは最高 潮に達し、神社 入口には、勇

壮 な神輿入れ を見よう と、黒山のような人 だ

か りがで きてい ました。



観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

建
築
本
体
が
完
成

本体が完成した観月台文化センター

左 からホール檜・センター橦・ センター槓の中夾にそぴえるシンボルタワー

来●の正式オープンまでに屋外ステーシ ー駐皿場が甓傭される

国

（
自
治
省
）
の

「
地
城

づ
く

り
推
進
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、

国
の
財

政
支
扱
を
俳
て

、
一
昨
年

八
月
か
ら
建
設
を

進
め
て

い
た
観

月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
の
建
築
夲
体

工

事
が
完
了
し
、
引
縦
式
が
、
卜

一
月

．
日
、
文
化
セ
ン

タ
ー
多
目
‥

的
中
ホ

ー
ル
に
お
い
て

行
わ
れ
ま

し
た
。

式
に
は
、
冨
永
武

夫
町
長

は
じ

め
、
町
議
会

議
貝
、
工
収
’

関
係
者

な

ど
約
五
十
名
か
出
席
し
て

行
わ

れ
、
冨
永
町
長
が
、
あ
い
さ
っ

を

行

っ
た
後
、
本
間
利

雄
設
計
事

挌

所
長
か
ら
冨
永
町
長
に
引
継

耆
が
、

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま

た

、

町

か

ら

町

教
育

委

貝

会

へ

の

引

き
継

ぎ

も

行

わ

れ
ま

し

た
．．

出

席

者

は

、

こ

の

後

．
多

川

的

中

ホ

ー

ル

の

電

動

収
納

い
す

や

舞

台

装

置

．

音

響

、
照

明

な

ど

の

デ

モ

ン

ス

ト

レ

ー

ジ

ー
ン

を

見

学
し

ま

し

た
．

文

化

セ

ン

タ

ー

は

、

町

の

シ

ン

ボ

ル

の

木

、

亦

松

を

か

た

ど

っ

た

ホ

ー
ル

楝

（
正

而

玄

関

を

入

っ

て

左

手

）

と

、
Ｌ

空

か

ら

見

る

と

屋

柤

の

形

が

、

町

嗔

の

よ

う

に

兄

え

る

よ

う

設

計

さ

れ

た

セ

ン

タ

ー
楝

｛
正

而

玄

関

を

入

っ
て

右

手

｝

か

ら

な

ご

‘
い
ま

す

．

ホ

ー
ル

楝

に

は

、

コ

ン

サ

ー

ト

な

ど
の

催

し

に

利

川

さ

れ

る

五

百

人

収

容

吋

能

な

多

目

的

中

ホ

ー

ル

か

あ

り

ま

す

．

セ

ン
タ

ー
棟

は

、

主

に

、

一

階

に
、

事

務

室

、

応

接

賞

．

和

室

、

茶

宰

、

歴

史

資

料

室

、

閥
μ

室

、

已
階

に
、

会

議

竃

．

創

作

室

、

児

童

案

、

保

継

相

談

室

、

デ

ィ

サ

ー

ビ
ス

セ
ン

タ

ー
、

．．一
階

に

、

浴

室

（
粁

の

鴻
、

ひ

の

き

鴻

）

、

和

室

が
あ

り
、

地

階

に
は

、

演

習

室

．

調
理

尖

習

室

、

機

械

室

か

あ

り

ま

す

．．ま

た
、

セ

ン

タ

ー
棟

に
は

、

高

き
ニ

ト

ハ

メ

ー
ト

ｔ

の

シ

ン
ボ

ル

タ
ワ

ー

が
あ

り

、

エ

レ

ベ

ー
タ

ー

か

般
置

さ

れ

て

い
ま

す

．

展

望

台

か

ら

は
、

．．一
い日
六

卜

度

の

パ
ノ

ラ

マ
を
楽
し

む
こ
と
か
で
き
ま
す
。

今
回
、
仮
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
。

セ
ン
タ

ー
楝
（
図

書
室
、
歴

史
資

料
室
、
児
童
室
は
整
備
完
了

次
第
）

だ
け
で
す
。

ホ
ー
ル
楝
の
利
用
、
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
事
業

が
開
始
さ
れ
る
の
は
。

恥
年
四
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
屋
外
ス
テ

ー
ジ
、

駐
車
場
な
ど
の
外
隣
工
事

を
行
い

ま
す
の
で
、
彖
年
四
月
の
正
式
オ

ー
プ
ン
ま
で
、
出
入
り
口
は
。
呶

側
人
り
囗
の
利
川
と
な
り
ま
す
し
、

駐
巾
川
も
役
川
駐
車
増
等
を
利
用

願

う
な
ど
、

ご
不
便

ご
迷
惑
を

お

か
け
し

ま
聿

が
、
御
協
力
を

お
願

い
し

ま
十
。

冨永町長に引礎書が手瀘される

活
性
化
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン

地
域
活
性
化
の
拠
点
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
国
の
商
齢
化
地
域
農

村
活
性
化
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、

農

林
水

産
峇

の
助

成

を
俳
て

。

西
人
枝
字
王

濱
前
地
内
に
建
般
を

進
め
て

い
た
、
国
見
東
部
商
齢
者

等
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ン

式
か
、
十
月
一
日
、
現
地

に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
式
に
は
、
冨
永
武

夫

町
長
、
議
会
農
林
委
貝

、
地
元
議

会
議
員
。
地
元
町
内
会

長
ら
関
係

者
二
十
一
名
か
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し

た
。

活
性
化

セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
ｆ

峨
建
で
、

建
設
Ｅ
事
費
は
、
一
億

二
’い卜

三
百
六
十
万
円
で
す
。

広
々
と
し

た
ホ
ー
ル
や
談
話
コ

ー
ナ

ー
に
、
充
分
光

が
当

た
る
よ

う
採
光
に
工
夫
が
凝
ら
し
て
あ
り
、

健
康
教
室

（
季
節
保
育
所
）

。
研

修
室
、
調
理

実
習
室
。
二
十
五
怪

の
集
会

室
、
身
障
者
用
の
ト
イ

レ

む
備
え
て

い
ま
す
。

テープカットには季節保育所幼児も番加



重
点
事
業
が
続
々
着
工

活
力

あ
る
町

づ
く

り
、
快
適
で

住
み
よ

い
町

づ
く
り
を
目
指
し
、

重
点
事
業

が
次
々
に
着
工
し
ま
し

た
。十

月
十
三
日
に
、
源
宗
山
配
水

池

建
設
工
事

、
十
月
二
十
三
日

に

国
見
東

部
高
齢
者
等
活
性
化
セ

ン

タ
ー
体
育

館
と
上
野
台
運
動
広
場

建
設

造
成
工
事
、
さ
ら

に
、
十
一

月
四
日
に
は
、
町
営
住
宅
滝
山
団

地
建
設
工
事
の
安
全
祈
願

祭
が
行

わ
れ
ま
し

た
。

安
全
祈
願
祭

は
、
冨
永
武
夫
町

長
、
町
鏃
会
謎
貝
は
じ

め
、
工
事

関
係
者
な

ど
か
出
席
し
て

、
そ
れ

ぞ
れ
の

建
設
現
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。冨

永
町
長
の
力
強

い
く
わ
入
れ

の
あ
と
、
各
代
表
者
か
次
々
と
玉

ぐ
し
を
さ

さ
げ
、
工
事
の
安
全
と

早
期
完
成
を
祈
願
し
ま
し
た
。

国
見
町
水
道
整

備
事
業

源
宗

山
配
水
池
建
設
工

事

の

概
要

将
来
の
国
見
町
の
水
道
水
の
安

定
供
給
．
良
質
な
水
道
水

の
供
給

を
日
指
し
て
建
設
す
る
も
の
で
、

財
源
は
、
阿
武
隈
川
上

流
流
域
下

水
道
事
業
の
水
資
源
対
策
事
案

費

（
福
鳥
県
・
福
島
市
・
伊
達
町
・

桑
折
町
・
梁
川
町
・
保
原
町
・
国

見
町
負
担
）
か
充
て

ら
れ
ま
す
。

・

建
般
場
所

山
崎
字
南
古

舘
地
内

（
通
称
源

宗
山
）

・

敷
地
面
積

三
千
百
八
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル

・

構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造

、
カ
ラ

ー
長
尺
鉄
板
葺

・
容

量

千
五
百
立
方
メ
ー
ト

ル
（

七
百

五
十
立
方
メ
ー
ト

ル
　
ニ
池
）

・
建

築
面

積

五
百
八
十
四
平

方
メ
ー
ト

ル

・
建
屋

高
さ

七
・
九
〇
メ
ー
ト

ル

・
工

期

平

成
五
年
九
月
二
十
四
日
？
平

成
六
年
十
二
月
二
十
五
日

・
建

設
工
事

賢

一
億
七
千
三
百
五
十

五
万
五
千

円

国

見
東

部
高
齢

者
等
活

性

化
セ
ン

タ
ー
体
育
館
建
設
工

事
の
概
要

大
枝
地
城
の
活

性
化
の
拠
点
と

し
て

、
国
見
東
部
高
齢
者
等
活
性

化
セ

ン
タ

ー
と
同
敷
地
内
に
建
般

す
る
も
の
で
、
建
般
費
の
う
ち
、

三
千
五
百
万
円
を
県

が
進

め
る
阿

武
隈
川
上
流
流
城
下
水
道
事
業
の

周

辺
対
策
費
と
し
て

、
福
島
県

と

一
市
五
町

が
負
担
し
ま
す
。

・

建
般
場

所

西
大
枝
字
王
壇
前
十
六
－

一

・
敷

地
面

積

六
千
九
百
七
十
二
平
方
メ
ー
ト

ル・
建

般
面
積

体
育
館
　

四
百
六
十
六
平
方

メ

ー
ト
ル

・

構
造

鉄
骨
造
　
平

屋
建
　

金
属
成
型

瓦
葺

・

工
期

平
成
五
年
九
月
十
一
日
？
平
成

六
年
五
月
三

十
一
日

・
工

事
費

八
千
五
百

七
万
八
千
円

ふ
る
さ
と

づ
く
り
事
業

国

見
町
上

野
台
運
動
広
場

建

設

造
成
工

事
の

概
要

自
治
省
か
取

り
組

む
、
ふ
る
さ

と
創
生
本
業

、
第
二
次
ふ
る
さ
と

づ
く
り
事
業

と
し
て

、
国
の
財
政

支
扱
の
も
と
に
す
す

め
る
上
野
台

運
動

広
場
建
設

事
業

は
。
既
存
の

施
設
（
勤
労
者

体
育

セ
ン
タ
ー
、

テ

ニ
ス
コ

ー
ト

、
町
民
プ

ー
ル
）

に
加
え
、
新
た
に
多
目
的
運
動
広

場
を
建
設
し
、
上
野
台
地
区
を

町

の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
と
し
て

、

整
伽
す
る
も
の
で
す
。

・

建
股
場
所

森
山
字
上
野
台
地
内

・

敷
地
面
積

四
万
九
千
二
百
六
十
七
平

方
メ

ー
ト

ル

・

運
動
広
場
面
積

二
万
二
千
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル

・

駐
車
場
面

積

六
千
四
百
四
十
平
方
メ
ー
ト

ル

・

観
戦
緑
地
等

一
万

七
千
三
百

七
十
七
平
方
メ

ー
ト

ル

・

道
路
面
積

三
千
四
百
三
十
四
平
方
メ

ー
ト

ル・

工
事
費

二
億
六
千

五
十
九
万
円

町
営
住
宅
建

般
事
業

滝
山
団
地
建
設
工
事
の
概
要

町
営
住
宅
樋
山
団
地
建
設
工

事

は
、
老
朽
化
し
た
滝
山
住
宅
を
建

て
替
え
、
住
宅
に
困
っ
て

い
る
方

が
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
か
営

め
る
よ
う
快
適
な
住
環
境
を
整
備

す
る
も
の
で
す

。

町
営
住
宅
滝
山
団
地

は
。
公
営

住
宅
法

に
基

づ
き
建
設
す

る
も
の

で

、

建
設
費

の
約

三
分

の
二

約

一
億
二
千

万
円

が
、
国
か
ら
補
助

さ
れ
ま
す
。

・

建
般
場
所

山
崎
字
滝
山
八
－

一

・

敷
地
面
積

千
六
百
平
方

メ
ー
ト
ル

・

構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
　
一
棟

（
三
階
建
　
十
二
戸
）

・

建

築
延
床
面
積

九
百
十
二
平
方
メ
ー
ト

ル

・
工
期

平
成
五
年
十
月
二
十
五
日
～
平

成
六
年
十
月
二
十
日

・
工
事
費

建
築
主
体
工
事
　

一
億
二
千
八

百
五
十
四
万
四
千
円

特
殊
基
礎
工
事
　

千
二
百

七
十

七
万
二
千
円

給
排
水
衛
生
設
備
工
事
　

三
千

百

九
十
三
万
円

電
気
設
備
工
事
　

千
三
百
三
十

九
万
円

力強くくわ入れを行う富永町長
(上野台盃動広鳩逡詮工事起工式)



佐
藤
利
雄
さ
ん
に

勲
三

等
瑞
宝
章佐藤利雛さん

「
文
化

の
日
」

の
十

一
月
三
日
、

平
成
五
年
秋
の
叙
勲

の
受
章
者

が

兇
表
さ
れ
、
佐
藤
利

雄
さ
ん
（
石

母
田
字
横

町
九
）

に
、
勲

三
等
瑞

宝
章
か
授

与
さ
れ
ま
し

た
。

佐
藤
利

雄
さ
ん
は
、
福
島
県
師

範
学
校
（
現
福
鳥
大

学
）
を
卒
業

後
。
東
京
商
等
師
範

学
校

、
東
京

文
理
科
大

学
（
共

に
現
筑
波
大
）

に
進
み
、
昭
和

二
十
一
年

、
福
島

大
学
教
育
学
部
に
勤
務
。
昭
和
四

十
丑
年
に
教
授
と
な
り
、
昭
和
五

十
九
年
に
退
官
、
そ

の
後
、
福
鳥

女
子
短
期
大
学
教
授
と
し
て
平
成

四
年
ま
で
勤
務
、
艮
年
に
わ
た
り

教
員
の
養
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

現
在
は
、
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
副
会
長
、
県
青
少
年
髄
全
育

成
審
離
会
長
、
国
見
町
教
育
委
貫

長
な
ど
を
務
め
て

い
ま
す
。

受
章
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

故
岡
崎
長
平
さ
ん
に

勲
六
等
瑞
宝
章

故
岡
崎
長
平

さ
ん
（
藤
田
字
中

沢
二
、
一
二

に
、
生
前
の
多
大

な

功
績
を

た
た
え
、
勲
六
等
瑞
宝
章

か
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

勲

記
と
勲
章
の
伝
逮

は
、
十
月

七
日
、
岡
崎

さ
ん
の
自
宅

に
お
い

て

行
わ
れ
、
坂
本
正
純

県
北
行

政

事
務

所
長
か
ら
家
族

に
手
渡
さ

れ

ま
｀
し

た
。

岡

崎
さ
ん
は
、
昭
和
ニ
ト
二
年

か
ら
国
見
町
消
防
団
貝

と
し
て
尽

力
、
昭

和
六

十
二
年
教
養
分
団
災

を
最
後
に
退
団

。
さ
ら

に
、
国
見

町
統
計
馴
査
貝

、
桑
折
地

ぽ
‥
交
通

安
全
協
会
理
事

と
し
て
、
活
躍
さ

れ
て

お
り
ま
し

た
が
、
去
る
八
月

。二
十
日
、
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら

ご
冥
福
を
お
听
り
巾
し

あ
げ
ま
す
。

佐
藤
義
雄
さ
ん
に

厚
生
大
臣
衣
彰

十
月
ニ
ト
ハ

、
ニ
ト
九
日
の
川

日
、
熊
本
市

に
お
い
て
、
「
次
の

世
代

へ
の
贈

り
も
の
素
哨
ら
し

い

健
康
と
慳
か
な

環
境
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
第
二
十
六
回
令
岡
保
健

衛
生
人
会
か
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
町
保
健
委
員
会

委
員
艮

の
佐
藤
義
雄
き
ん
（
小
坂
字
北
畠

六
十
四
）
か
、
水
年
の
保
健
衛
生

に
対
す
る
功
績

か
紹
め
ら
れ
。
厚

生
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
四
十

七
年

に
保
継
委
員

と
な
り
、
昭
和
六
十

乍
か
ら
保
健

委
員
会

委
員
妊
を
務

め
て

い
ま
す

。

菊
池
利
雄
さ
ん
に

文
化
庁
長
官
感
謝
状菊池利雄さん

文
化

財

愛

護

活
助

功

労

者

と

し

て

、
菊

池

利

雄

き

ん

（
町

は

川

字

ｈ

台

一
）

に
、

文
化

庁

長

官

感

謝

状

か
附

ら

れ

ま

し

た

。『

昭

和

ニ

ト

九

年

に
始

ま

っ
た

文

化

財

保
艇

強

調

週
間

か

今

年

で

四

卜

回

を
迎

え

、

ま

た
、

文

化

庁

創

設

１１
卜

川

周

年

に
当

‐１
た
る

こ

と

か

ら

、
夂

化

財

の

愛

護

活

動

に

貢

献

さ

れ

た
皆

さ

ん

に
感

謝

状

が

贈

ら

れ

た
も

の

で

す

。

菊

池

利

雄

さ

ん

は

、

現

在

も

、

岡

見

町

郷
上

史

研

究

会

会

員

、

国

見
町
文
化
財
保
護
審
離
会
会

長
、

福
鳥
県
文
化
財
保
護
指
導
員
と
し

て

、
文
化
財
の
保
護
、
啓
蒙
活

動

に
多
く
の
功
績
を
あ
げ
て

い
ま
す

。

母
子
衛
生
事
業
功
労
に
よ
り

阿
部
ヨ
シ
さ
ん
に

表

彰

状

十
月
十

円
日
、
須
賀
川
市
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
「
健
康
と

緑
で
築
く
う
っ
く
し
ま
」

を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
第

。一
十
二
回
福
励
県

保
他
衛
生
総
合
大
会

が
、
開
催
さ

れ
ま
し

た
。

席
上

、
阿
部

ヨ
シ
さ
ん
（
人
木

戸
字
熊

久
損
ニ
ト

ー
）
に
、
災
年

に
わ
た
る
母

子
衛
生
事
業
功
労
に

よ
り
、
日
本
公
衆
術
生
協
会
福
島

県
支
部
長

と
杜
団
法
人
福
鳥
県
地

Ｋ

衛
生
組
織
連
合
会
畏
の
辿
名
に

よ
る
衣
彰
状
か
贈
ら
れ
ま
し

た
。

献
血
功

労

者

に

特
別
表
彰

有
功
章

を
伝

達

献
血
功
労
者

に
対
す
る
特
別
表

彰
（
杜
艮
感

謝
状
）

と
有
功
章
の

伝
達
式
が
卜
月
四
日

、
役
場
町
長

室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
　

（
敬
称
略

）

◇

特
別
表
彰
（
社

長
感
謝

状
）

百
五
十
回
以
上

斎
藤
　

規
雄
（
第
八
）

百
回
以
上

菅
野
　

昭
雄
（
第
十
二
）

◇

金
色
有
功
章
（
五
十
回
以
上
）

斎
藤
　

松
男
（
山
崎

沢
田
）

引
地
　

由
則
（
第
六
）

松
浦
　

新
一
（
大
木

戸
）

高
鴣
　

栄
三
（
鳥
取
）

肅
藤
　

幸
夫
（
第
三
）

笠
松
　

勇
次
（
貝
田
）

◇

銀
色
有
功
章
（
三
十
回
以
上
）

武
田
　

正
裕
（
宮
町
北

）

菊
地
　
芳
昇

（
石
母
田
原
）

古
川
　

孝
雄

（
山
崎
舘
）

瀬
戸
　

正
志

（
中
部
）

鈴
木
　

哲
也

（
第

一
）

後
藤
　

立
芙
子
（

　ヨ
　
）

谷
津
　

隆
幸
（
山
很
）

佐
久
間
　

通
寿

（
第
十
）

羽
根
　

洋

‐．
（
山
崎
小
縮
）

高
礦
　

幸
夫
（
第
十
二
）

佐
藤
　

幸
輔

（
町
東
）

献血功劣者に冨永町長がお礼を述べる



文
化
セ
ン
タ
ー
館
長
に

斎
藤

久
さ
ん

齊藤　 久さ ん

観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
の
総
合

的
・
効
率
的
な
管
理
運
営
の
指
導
、

助
言

に
あ

た
る
た
め
斎
藤
久
さ
ん

（
福
島
市
南
沢
又
字
河
原
前
六
十

―
一
）
か
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
館
畏
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
セ

ン
タ

ー
館
長
は
、
非
常

勤
の
特
別
職
で
任
期
は
二
年
で
す
。

辞
令
交
付
式
は
、
十
一
月
一
口
、

役
場
町
長
室
に
お
い
て
行
わ
れ
、
斎

藤
久
さ
ん
に
冨
永
武
夫
町
長
か
ら

辞
令

が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

齊
藤
さ
ん
は
。
昭
和
七
年
生
ま

れ
、
貝
田
の
出
身
で
す
。

昭
和
三
十
一
年
、
福
鳥

大
学
学

芸
学
部
（
現
教
育
学
部
）
を
卒
業

後
、
県
立
禍
鳥
農
蚕
高
等
学
校
を

振
り
出
し
に
、
県
教
育
庁
保
健
体

育
課
、
県
立
湖
南
高
等
学
校
に
勤

務
。

県
立
勿
来
工
業
高
等
学
校
、

県
立
福
島
中
央
高
等
学
校
。
県
立

福
島
女
子
高
等
学
校
で
教
頭
を
勤

め
、
県
立
安
積

第
二
高

等
学
校
、

県
立
福
島
商
業
高
等
学
校
の
校
姥

を
勤

め
平
成
五
年
三
月
退
職
。

県
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
第

一

人
者
で
今
年
三

月
ま
で

の
一
年
間
、

県
高
等
学
校
体
育
連
盟
会
長
と
し

て

活
躍
。
現
在

は
、
第
五
十
回
国

民
体
育
大
会
（
ふ
く
し

ま
国
体
）

福
鳥
県
競
技
力
向
上

対
策
本
部
専

門
員
と
し
て
活
剛
し
て

い
ま
す
。

教
育
委
員
の

佐
藤
さ
ん
ら
に

辞
令
が
交
付

教
育
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
、
藤
田
財
産
区
管
理
委
員

の
辞
令
交
付
式

が
、
十
月
一
日
に

町
長
室
で
行

わ
れ
、
冨
永
武
夫
町

長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
の
皆

さ
ん
に
、
辞
令

が
交
付

さ
れ
ま
し

た
。教

育
委
貝
に

は
、
佐
藤
利
雄
さ

ん
（
石
母
田
字
横
町

九
）
と
高
橘

佐
七
さ
ん
（
塚
野
目
字
沢
九
）
が

任
命

さ
れ
、
同
日
に
行
わ
れ
た
教

育
委
員
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
教

育
委
員
長
に
佐
藤
利
雄
さ
ん
か
、

再

任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
の
任
期
は
四
年
。
佐

藤
さ
ん

は
四
期
目
、
高
橋
さ
ん
は

新
任
で
す

。

ま

た
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員

に
村
上
公
月
さ
ん
（
徳
江
宇
東

一
）
、
藤
田
財
産
区
瞥
理
委
員

に

本
ｍ

林
一
郎
さ
ん
（
藤
田
字
堤
下

二
十
－

四
）

が
、
新
任
さ
れ
ま
し

た
。明

る
く
住
み
よ

い
町

づ
く
り
の

た
め
に
、
ご
尽
力
を

お
願

い
申
し

あ
げ
ま
す
。

保
護
司
に
阿
部
悛
恒
さ
ん

春
日
和
光
さ
ん阿郎俊恒さん春日和光さん

保
護
司
と

は
、
法

務
大
臣
か
ら

委
嘱

さ
れ
た
非

常
勤
の
国
家
公
務

員
で

、
任
期

は
二
年
で
す
。

地

城
の
人
情

や
習

慣
を
よ
く
理

解
し
て
い
る
と
い
う
特
性
を

生
か

し
、
保
護
観
察
を
行
う
ほ
か
。
犯

罪
や
非
行
の
防
止
の
た
め
、
地
域

社
会
の
浄
化
活
動
な
ど
に
当
た
り

ま
す
。

国
見
町
に
は
。
五
名
の
保
護
司

か
委
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
か
、
そ
の

う
ち
、
阿
部
俊
恒
さ
ん
（
徳

江
字

中
／
内
十
二
）
と
春
日
和
光

さ
ん

（
高
城
字
北
十
二
）
の
二
名
か

。

九
月
二
十
九
日
付
で
、
新
任
委
嘱

さ
れ
ま
し

た
。

町
政
懇
談
会

に

延
べ
三
百

名
が
出
席

町政懇岐会であいさつを行う富永町長（徳江地区）

十
月
一
日

の
小
坂
地
区
を
皮
切

り
に
、
十
一
月
二
日
の
塚
野
目
地

ぼ
ま
で

、
十
一
会
場

に
お

い
て
行

わ
れ
た
町

政
懇
談
会
に
、
各
地
区

か
ら
延
べ
三
百
名

が
出
席
し
ま
し

た
．ま

た
．
各
会
場

ご
と
に
．
地
元

町

議
会
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
出
席

し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
政
懇
談
会

は
、
町
民
皆
さ
ま

の

町
政

に
対
す

る
生
の
御
意
見
、

御
要
望
を

少
し
で
も
多
く
町
政
に

反

映
さ
せ

る
よ
う

、
予
算
の
編
成

期
前
に

開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
町
の
主
要
施
策
へ
の
理

解
を
深

め
て

い
た
だ
く
よ
う
、
昨

年
か
ら

。
施

設
の
視
察
も
取
り
入

れ
て
い
ま
す

。

今
年

の
施

設
研
修
は
、
伊
達
地

方
衛
生

処
理
組
合

、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
あ
っ
か
し
荘
。
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
、
国
見
東
部
高
齢

者
等
活

性
化

セ
ン
タ
ー
に

お
い
て

行
い
ま
し

た
。

懇
談
会
で

は
、
冨
永
町
長

が
、

あ
い
さ
っ

を
兼
ね
て

。
町
の
主
要

施
策
や
地
区

の
当
面
の
課
題
に

つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
者

皆
さ
ん
か
ら
、
町
政
に
つ

い
て
の

意
見
や
要
望
を
述
べ
て
も
ら

い
、

冨
永
町
畏

を
は
匕

め
、
町
三
役

、

各
課
長
が
、
対
応
状
況
な

ど
に
つ

い
て
受
け
答
え
し
ま
し

た
。

出
席
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん

本
当
に
御
苦
労
様
で
し

た
・

施設研修を行う皆さん



冷害による被災者に対する｢税｣の減免について (お知らせ)

趣　　　　　　 旨 平成５年度の冷害により、特に甚だしい被害をうけ、納税が極めて困難と認められる方の町

県民税と国民健康保険税を、その災害の程度に応じ、税額の一部又は全部を減免するものです。

減免の対象となる税

減免の対象となる者

減 免　の　基 準

〇町県民税（第３期・第４期）※均等刻は除く。

○国民健康保険梃（第３期・第４期）

○農作物の被害額が、平年における農作物の収入の合計の３割以ｈとなる方。

（被害額とは、被害による損失額から共済等の受取金を差し引いた残りの額｡）

○平成４年分の合計所111金欲が600万円以下で、その内農裏所得以外の所得が240万円以下の方。

（国保税については、合算合計所得金額〈納税義務者及び被保険者〉）

① 平成４年分合針所得金額に基づき、次のような割合で減免になります。

前年中の合計所得金額 減免割合

180万円以下であるとき

240万円以ドであるとき

330万円以下であるとき

450万円以下であるとき

450万円を超え600万円以下であるとき

10《)％

80 ％

60 ％

40 ％

加 ％

減 免　の　手 続

②合計所得金額の内、農裏所得分だけが減免になります。

冷害により税の減免を受けようとする方は、次により巾請手続及び納税相鮫をしてください。

①申請（納税相談）期問　12月６日（月）から12月24日（金）まで

（午前９時～午後 4 時 )

②巾請場所　　　　　　 困見町役場税務課

（l）持参するもの　　　　 ・印鑑

・被害の事実を証明する書類（農協、贄蚕組合、青果物集荷業者等

が発行する証明匐　 ※水稲については、不要です。

④申請川紙は、税務課に備えてあります。

※県民税は、地方税法第45条の規定により町民税が減免された場合、その減免の割合によって

減免されます。

国民年金の保険料も免除できます

国民年金についても、申請により申請月の前月分から３月分までの保険科が免除になります。

ただし、免除 された期間の年金は、保険科を納付した場合の％の飯になりますが、】0年以内

に追納すると年金額は回復します。

減免について、おわかりにならないことがありましたら、役場税務課賦課係、住民福祉

課年金係にお問い合わせください。

電話(  8 5 ) 2 ｰ ｰ 1



成
人
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

平
成
六
年

成

人

者

来
年
一
月
十
五
日
の

「
成
人
の

日

」
に
は
町
の
成
人
式
か
行
わ
れ

ま
す

。

対
象
者

は
、
昭
和
四
十
八
年
四

月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
九
午
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
町

内
在
住
者
で
す
。
た

だ
し
、
希
望

す

れ
ば
国

見
町
出
身
の
町
外
在
住

者
で
も
出

席
で
き
ま
す
の
で
、
お

早

め
に
町

教
育
委
員
会
に
お
申
し

込
み
く

だ
さ
い
。

平
成
五
年
十
月
一
口
現
在
の
予

定
者

は
、
次
の
方
々
で
す

。

氏
名
の
誤

り
や
記
載
も
れ
か
あ
れ

ば
お
知
ら
せ
く

だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
国
見
町
教
育
委
員
会
　

社
会
敦

育
係

（
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
内

）

魯
齦
2
6
7
6

F
A
χ
６
2
7
0
7

平

成
六
年
成
人
者
名
簿
（

学
区
別
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▽

小
坂
　
　
　
1
8
名

清
水
佳
久
子

佐
藤
　
賢
一

志
賀
美
江
子

黒
田
　
勝
美

佐
藤
　
雅
浩

後
藤
　
　
勉

赤
坂
　
責
典

菅
野
　
博
美

本
田
知
恵
子

高
橋
　

英
樹

朽
木
　

貴
之

佐
藤
久
美
子

佐
藤
　

善
憲

商
橋

浩
昭

後
藤
　

哲
也

佐
藤
　

温
史

予
老
　

秀
吉

山
田
　
直
災

▽

藤
田
　
　
　
9
1
名

阿
部
　
　
順

花
井
　
美
香

岩
城
み
ど
り

渡
辺
真
奈
笑

黒
田
　
法
義

徳
江
　
勇
二

徳
江
　
純
市

武
田
　
和
也

佐
蕕
由
里
子

菊
地
　
賢
一

菊
地
　
洋
孝

後
藤
　
朋
典

玉
木
亜
希
子

角
田
　
健
司

斎
藤
　
直
美

内
村
　

忠

佐
久
間
智
子

片
平
　
光
子

佐
藤
　
恵

］

市
川
み
ゆ
き

松
浦
　
陽
子

菊
地
　
真
吾

高
論
　
健
一

谷
津
由
香
里

山
崎
　
　
敦

奥
山
　
郁
子

佐
藤
　
桂
子

鈴
木
　
政
人

粲
　
翼
紀
子

古
川
　
笑
子

後
藤
　
幸
枝

武
田
　

勝

寺
島
　

愛

太
田
千
恵
子

反
田
　
靖
子

村
上
　
明
美

菊
地
　
裕
司

商
橘

伸
一

小
池
　
弥
生

武
田
由
笑
子

佐
藤
　
春
美

佐
藤
　
　
正

齋
藤
　
宗
子

菊
地
し
の
ぶ

佐
藤
　
正
貴

菊
地

祐
一

津
田
　

稔

渡
辺
　
泰
弘

古
田
恋
笑
子

商
橘
　
応
典

佐
藤
奈
央
季

川
村
奈
津
子

八
鳥
　
靖
浩

一
條
　
直
美

大
槻
　
笑
加

水
越
未
和
子

木
口
　
拓
故

松
浦
　
愛
子

佐
藤
　
結
希

八
島
　
政
幸

飯
塚
　
麻
紀

平
野
　
早
苗

桐
澤
由
笑
子

佐
藤
み
き
子

実
沢
　
栄
作

佐
久
間
博
之

後
藤
　
昌
彦

佐
久
間
拓
也

冨
永
　
紀
子

羽
賀
　

美
幸

羃

田
　
信
宏

三
木

久
芙
子

中

村
　

一
春

佐
藤
　
留
芙

鎌
田
奈
津
子

釦
水
　

由
美

尾
形
　

直
子

吉
田
　

倫
子

曳
地
　

晴
美

榊
　
　

孝
則

半
澤
　

一
隆

五
十
嵐
　

修

鈴
木
　

卓

佐

久
間
千
香
子

冨
塚
恵
里
子

松

浦
　
　

誠

鈴
木
由
紀
恵

渡

辺
　
和
子

佐
藤
　

竜
太

佐
藤
　

宗
孝

磯

山
　
広
国

▽
森

江
野
　
　
3
0
名

佐
久
間
恵
利

佐
久
間
智
子

佐
藤
　
正
範

石
川
　
順
子

佐
藤
百
合
子

斎
藤

淳
一

八
巻
　
笑
治

八
巻
　
晴
美

佐
藤
真
知
子

制
野
　
宏
子

佐

藤
　

力

山
一

遠
藤
　

正

泰

廣

居
　
　

剛

吉

田
　

綾

子

佐

藤

千

賀

子

齋
藤

亜

早
美

八

卷

の

り

こ

本

多
　

千

春

佐

野

美
紀

子

村
上

由

希
子

賀
藤
　
　
司

大
波
真
市
郎

實
沢
芙
賀
子

村
上
　
典
子

菊
地
　
正
和

佐
野
　
　
勉

晧
江
　
麻
香

村
上
　
秀
和

寺
鳥
　
由
紀

高
矯
　
芳
明

▽

大
木
戸
　
　
1
0
名

佐
藤
　
幸
教

松
浦
　

史
典

松
浦
　

光
子

遠
藤
由
香
里

遠
藤
貞
紀
子

佐
藤
　

啓
貴

齊
藤
　

美
穂

渋
谷
　
健
市

長
谷
川
泰
弘

昭
澤

憲
二

▽

大
枝
　
　
　

７

名

松
田
真
由
芙

遠
藤
　

友
嘉

玉
手
　

一
志

鈴
木
　

文
子

穃

澤
炙
由
紀

玉
手

紀
明

鈴
木
小
百
合

佐
藤
典
子
さ
ん
に

最
優
秀
賞

財
団
法
人
福
島
県
長
寿
社
会

推

進
機
構
（
佐
藤
栄
佐
久
理
事

長
）

の

主
催
に
よ
る
「
第
四
回
明
る
い

長
寿
吐
会
づ
く
り
三
世
代

主
張

」

に
作
文
を
応
募
し
、
次
の
二

名
が

入
選
し
ま
し
た
。

○
小
学
生
高
学
年
の
部

・
最
優
秀
賞

森
江
野
小
六
年
佐
藤
典
子

さ
ん

○
小
学
生
低
学
年
の
部

・

佳

作
森
江
野
小
三
年
引
地
美
由
紀

き

ん

小
作
料
の

減
額
に
つ
い
て

農
地
法

の
規
定
で
、
不
可
抗
力

に
よ

る
被
害
額

が
、
田
に
あ

っ
て

は
二
割

五
分
、
畑

に
あ

っ
て

は
主

作
物
の
一
割

五
分

を
越
え

る
こ
と

と
な
っ
た
と
き
は
。
小
作

人
は
。

賃
貸
人
に
対
し
て

、
そ

の
割
合
に

相
当
す
る
額
に
な
る
ま
で
、
小
作

料
の
減
額
を
請
求
す
る
こ
と
か
で

き
ま
す
。

し
か
し
、
農
地
の
出
し
手
（
地

主
）
側
の
立
場
も
考
慮
さ
れ
て

お

り
ま
す
。
小
作
人
は
、
共
済
金
を

受
領
す

る
の
で
実
質
的
な
減
収
は

少
な
く
な

る
点
を
ふ
ま
え

。
あ
く

ま
で
も
当
事
者
間
の
話
し
合

い
で

両
者

が
納
得
で

き
る
よ
う

に
と
の

配
慮
が
加

え
ら
れ
て

い
ま
す

。

こ
の
よ
う

に
、
小
作
料

の
減
額

を
請
求

す
る
こ
と
は
で

き
ま
す

か
、

小
作
人
が
減
額
舗
求

を
行
わ
な
い

限
り
、
減
額
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
農
業

委
員
会
事
務

局
、
ま
た
は
、
農
業
委
員
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



固
定
資
産
税
の

評
価
制
度
が
変
わ
り
ま
す

固
定
資
産
税
っ
て

ど
ん
な
税
？

固

定
資
産
脱
と

は
、
土
地

、
家

Ｍ
、
償
却

資
産
（
事
業
用

資
産
）

の
毎
年
一
月
一
日
現
在

の
所
有
者

が
、
そ
の

資
産
価
値
に
応

じ
て
納

め
る
税
で
す
。

固
定
資
産
脱
は
、
町
税

収
入
の

約
半
分
を
占
め
、
町
民
税

と
と
も

に
町

が
さ
ま

ざ
ま
な
行

政
サ

ー
ビ

ス
を
行
う

た
め
の
系
要
な
財
源
と

な

っ
て

い
ま
す
。

土
地
と
家
屋
に
つ

い
て
は
。
三

年

ご
と
に
評
価
替
え
か
行
わ
れ
ま

す
。
次
の
評
価
替
え
は
、
平
成
六

年
度
に
行
わ
れ
ま
す
。

土
地
評
価
が

ど

う
変
わ

る

の
？

平
成
六

年
度
の
評
価
替
え
か
ら
、

土

地
（
宅

地
）
の
評

価
は
、
地
価

公
示

価
格

（
岡
土
庁
で
調
査
）
の

七
割
程

度
を
目
棟
に

、
評
価
を
行

う
よ
う

に
制
度
か
改

め
ら

れ
ま
し

た
。

ｈ

地
の
価
格
に
は
、
公
的
十
地

評
価
と

い
わ
れ
る
も
の
だ
け
で

む
、

①
地
価
公
示
価
格
（
閥
Ｌ

斤
）
、

地
価
調
査
価
格
（
都
道
府
県
）
冫

相
統
税
評
価
額
（
国

税
局
）

③
固

定
資
産
税
評
価
額

（
市

町
村
）
か

あ
り
ま
す
。

昭
和
ベ
ト
年
代
の
急

激
な
地
価

鳥
騰
の
彫
響

に
よ

っ
て

こ
れ
ら
の

価
格

の
差
が
大
き
く
な
り
、
・公
的

土

地
評
価
に
対
す
る
国
民
の
ぞ
信

を
招
い
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
平

成
元
年
に
成
立
し
た

『
土

地
基

本

法
』
に
お
い
て

は
、
公
的
土

地
評

価
相
互
の
均
衡
と
適
正
化
を
閥
る

こ
と
か
は
っ
き
り
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

な

ぜ

地

価
公
示

価

格
の

七
割
程
度
に
？

地
価
公
示
価
格
の
一
定
割
合
に

つ

い
て

は
、
地
価

が
安
定
し
て

い

た
昭
和
五
十
年
代
の

『
地
価
公
示

価
格

に
対
す
る
固
定
資
産
税
評
価

の
割
合
』
の
実
績
等
か
ら
七
割
程

度
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
地
方
税

法
に
基

づ
き
設
置
さ
れ
た
中
央
固

定
資
陵
評
価
緋
議
会
と
内
閣
総
理

人
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
税
制
調

査
会
の
ｒ

承
を
得
た
上
で

決
め
ら

れ
た
も
の
で
す

。

評
価
額
は
ど
う
な
る
の
？

地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度
を

日

吟
と
す

る
上

地
（
宅
地
）
の
評

価
林

え
の
結
眼

、
評
価
額

は
上
昇

す

る
こ
と
か
見

込
ま
れ
ま
す
。

当

町
の
宅
地

の
評

価
は
、
調
査

（
不
動
産
艦
定
士

に
よ
る
鑑
定
評

価
）
の
結
果
、
地
城

に
よ

り
て
評

価
の
ｈ
昇
率
は
異
な
り
ま
す

が
、

川
純
平
均
で
約
三
倍
程
度
（
全
国

平
均

と
同
レ

ベ
ル
）
に
な
る
見
込

み
で
す
。

今

回
の
評
価
倬
え
は
、
基
本
的

に
評
価
の
均
衡
化
、
適
正
化
を
図

る
こ
と
か
目
的
で
あ
り
。
こ
れ
に

よ

っ
て
増
税
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
負
担
は
ど
う
な
る
の
？

今
回
の
評
価

替
え
に
よ
る
納
税

者
の
税
負
担

に
っ
い
て

は
、
次
の

と
お
り
総
合

的
か
っ

適
正
な
調
整

措
置

が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

①
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
の
特
例

措
置
の
拡
充

②
評
価

の
上
昇
割
合
の
高

い
宅
地

に
対
す
る
暫
定
的

な
課
税
標
準
の

特
例
措
置

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

○
評
価
上
昇
の
程
度
に
応
じ
て
、

評
価
の
四
分
の
三
～
二
分
の
一
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。

③
宅
地

に
つ
い
て
、
よ
り
な

だ
ら

か

な
税
負
担
と
な
る
よ
う
調
整
措

置

が
講
じ
ら

れ
ま
す
。

・

①
～
③
の
措
置
に
よ
り
平
成
六

年
度
か
ら
平
成
八
年

度
ま
で

の
各

年
度
分
の
固
定
資
産
税

は
、
次

の

算
式
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
こ

と
に

な
り
ま
す
。

一

般

住

宅

�
小
規
模
住
七

�
宅

地

区

分

一

一
２

�
１
一
４

�
現
　
行

ユ

３

� 一

一
６

�
改

正

(算式) 前年度の課税標準額×負担調整率×税率＝当年度の税額

別表

区　　　 分　　　 評 価 の　Ｅ 算 割 合※　　 負 担 調 整 率

3.6倍以下のもの　　　　　　　　　　　　L05

3.6倍を超え、4.8倍以下のもの　　　　　　1  .075

住　宅　用　地　4.8倍を超え、6.75倍以下のもの　　　　　　1.1

6.75倍を超え、15倍以下のもの　　　　　　lj5

15倍を超えるもの　　　　　　　　　　　1.2

2.4倍以下のもの　　　　　　　　　　　　1.05

2.4倍を超え、3.2倍以下のもの　　　　　　L075

3 ､ 2 倍を超え、4.5倍以下のもの　　　　　　1.1
非 住 宅 用 地　4.5

倍を超え、川音以下のもの　　　　　　1.15

10倍を超え、18倍以下のもの　　　　　　　1.2

18倍を超えるもの　　　　　　　　　　　1.25

※評価の上昇割合とは、平成６年度評価額を、原則として平成３年度評価額で

除して得たものです。



家屋の評価も見直し！

家屋についても、評価替えの見直しに

より、下記のように税負担が軽減されま

す。

①耐用年数(償却率)

が短縮。

l)非木造の住宅・ア

パートの初期減価

の引 き下げ。

③ 在来分の家屋は、

３％の減価。

試しに計算したら！
平成６年度の肝価替えに伴う具体的な固定資産税の算出

例は、次のとおりです。（税率は1.4％）

O 土地( 家屋の敷地:200㎡)

平成 ３年度の評価 額　8,(XX),(XX)円(  网 円／㎡)

平成 ６年度の評価 額28,{XX},(X)O円(140,000 円／ｍ')

評価の上昇創合…3.5倍

平成５年度分の固定資産税は評価額課税

計 算 例

・平成５年度分8,000,(X)OX 亠×1.4％=28,(XX)円
こ:ごR ≡Eji ぶ{;.000

円( 課税標準額)

．…
匹

・平成６年度分:  2. . x ｰ X 凵 % = 四 .400円

ヨ　 ・　　 評価の上昇櫚.5倍｢ ‾i二万｣ Ｅ
゛

別表睿考

・平成７年度分:  2   側 . X ×1.4％=30.800円

ﾖﾏ 尸 ‾

・平成8 年度分2.  .  XI. ×1.4 % = .4 円

評
価
は
上
が
っ
て
も

負
担
は
急
に

増
え
ま
せ
ん

父
「
ワ

シ
の
所

に
今
年
も
固
定
資

産

脱
の
納
脱

通
知
右
か
き

た
よ
。

年

金
暮
ら
し
な

の
に
毎
年
大
変
じ

ゃ
。
」

息
子「

ま
あ
ま
あ

お
父
さ
ん
、
僕
の

よ
う

に
家
を
持

っ
て

い
な

い
人
し

多

い
訳
で
す
か
ら
。
」

父
「
そ
れ
は
そ
う
じ

ゃ
。
で
も
。

新

聞
で
読
ん

だ
ん
じ

ゃ
か
、
来
年
、

固
定
資
産
税
の
土
地
の
評
価
か

一

気
に
上
か
る
ん
匕

や
と
。
何
で

も

地
価
公
示
価
格
の
七
割
と
い
う

こ

と
で
、
今
よ
り
も
三
倍
く
ら

い
に

上

が
る
そ
う
な
。
」

息
子「

僕
も
、
気
に
な
っ
て

い
ろ
い

ろ
調

べ
て
み
た
ん
で
す
か

、
そ

の

と

お
り
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、

今
ま
で
固
定
資
産
税
詳
価
か
地
価

公
示
や
相
縦
税
の
路
線
価
よ

り
ず

っ
と
低
く
、
ま
た
住
ん
で

い
る
場

所
に
よ
っ
て
む
バ
ラ

ッ
キ
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
バ
ラ

ン
ス
を

と
る

た
め
だ
そ
う
で
す
。
」

父
『
評
価
の
バ
ラ

ン
ス
を
と

る
の

は
結
構
じ
ゃ
が
、
評
価
か
三
倍
に

も
な
っ
た
ら
、
負
担
も
急
に
増
え

て
．
と
て
も
払

え
ん
よ
う
に
な
る

じ
ゃ
ろ
つヽ
９
・
」

息
子「

僕
も
そ

れ
を

心
配
し
て

い
た

ん
で

す
か

、
今
午
の
法
律
改
正
で
、

税
負
担
を

調
整
す
る
措
置
が
決
め

ら
れ
て

い
ま
す
。
』

父

’
ど
ん
な
具
合
に
な
る
ん
じ

ゃ

？

』
息

子「
例
え

ば
。
今
で
も
小
さ
な
住

宅
用
地
（
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
）
の
税
金
は
四
分
の
一
に
な
っ

て

い
た
ん
で

す
か
、
こ
れ
を
六

分

の
一
に
し
た
り
、
家
屋
の
税

金
も

少
し
は
安
く
な
る
そ
う
で
す

。
」

父

「
そ

う
す
る
と
、
毎
年
納

め
て

い
る
税
金
は
ど
の
位
増
え
る

ん
匕

や
ろ
？

」

息
子『

ど
の
位
評
価

が
上
が
る
か
に

よ

っ
て

違
い
ま
す

が
、
個
人
の
住

宅
な
ら
毎
年
数

パ
ー
セ
ン
ト
に
収

ま
る
ら
し

い
で
す
よ
。
」

父

一
あ
Ｉ
、
そ
れ
な
ら
一
安
心
匕

や
。
ワ
シ
の
よ
う
に
年
金
暮

ら
し

を
し
と
っ
て
も
そ
の
位
な
ら
大

丈

夫
匕

や
。

』

息
子「

ま
あ
ま
あ
お
父
さ
ん
、
固
定

資
産
税
は
僕
た
ち
の
ま
ち
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る

大
事
な
脱
で
す
か
ら
、
そ
の
っ

も

り
で
払
っ
て
く
だ
さ
い
よ

。
僕
か

こ
の
家
を
相
続
し
た
ら
、
侠
が
喜

ん
で
払

い
ま
す
か
ら
。
』

父
「
お
あ

い
に
く
じ

ゃ
が
、
ワ
シ

は
ま

だ
ま

だ
元
気
じ

ゃ
。
そ
れ
じ

ゃ
あ
・

公
園
で
や

っ
て

い
る
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
行
っ
て
く

る
か
。一



税
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

十
一
月
十
一
日

か
ら
十

七
日
ま

で
の
「
税
を
知
る
週
間
」

に
ち
な

み
、
国
見
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
（
佐
々
木
義
藏
会
長
）
で
は

、

小
・
中

学
生
を
対
象
に
、

〃
税

に

関
す
る
作
品
”
を
募
集
し

た
と
こ

ろ
、
書
の
部
に
三
三
二
点
、
標

語

の
部
に
四
六
六
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

十
月
二
十
五
日
、
役
場
会
議
室

に
お
い
て
、
福
島
税
務
署
の
統
括

国
税
徴
収
官
ら
か
慎
重
に
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
次
の
と
お
り
入

選

者

が
決
ま
り
ま
し
た
。

◇

書
の
部
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
最
優
秀
賞
（
福
鳥
税
務
署
轟
賞
）

森
江
野
小
五
年

菊
地
　

美
佳

小
坂
小
六
年
　

宍
戸
　

祐
太

県
北
中
二
年
　
　

八
巻
　

智
子

○
優

秀
賞

・

国
見
町
長
賞

森
江
野
小
五
年
　

斎
藤
　

勇
樹

森
江

野
小
六
年
　

阿
部
眞
理
子

県
北
中
三
年
　
　

廣
居
久
美
子

・

福
鳥
県

税
事
務

所
長
賞

森
江
野
小
六
年
　

阿
部
　
貴
子

県
北
中
三
年
　
　

八
巻
　
里
枝

・
福

鳥
地
区
納
貯
連
会
長
賞

森
江

野
小
五
年
　

佐
野
奈
津
美

大
木

戸
小
五
年
　

高
村
　

恵
理

森
江

野
小
六
年
　

佐
久
間
秀
幸

県
北

中
二
年
　

樋

口
雄
一
郎

県
北
中
二
年
　
　

八
巻
由
起
子

県
北
中
二
年
　
　

高
橋
恵
理
子

県
北
中
三
年
　
　

村
上
　

仁
美

・
福
鳥

地
区

税
団
協
会
長
賞

大

木
戸
小
五
年
　

長
谷
川
祥
子

小
坂
小
六
年
　
　

渡

辺
　
智
子

森

江
野
小

六
年
　

古
田
　

幸
博

県
北
中
二
年
　
　

安
藤
　

早
紀

・

国
見
地
区
納
貯
達
会
長
賞

森
江
野
小
五
年
　

八
巻
　

恵
理

小
坂
小
六
年
　

古
内
　

純
子

小
坂
小
六
年
　

幕
田
江
里
子

県
北
中
二
年
　
　

五
十
嵐
佐
和

県
北
中
三
年
　
　

奥
山
　

明
典

◇

標
語
の
部

○
最
優
秀
賞
（
襠
鳥
税
務
署
長
賞
）

森
江
野
小
六
年
　

斎
藤
可
奈
枝

○

優
秀
賞

・

国
見
町
長
賞

小
坂
小
六
年
　

菅
野
　

謙
一

森

江
野
小
六
年
　

国
井
　

朝
美

大
木

戸
小
六
年
　

岡
田
ナ
ナ
子

県
北
中
一

年
　
　

佐
藤
ひ
と
み

県
北
中
三
年
　
　

生
亀
　

紀
子

・
国

見
町
納
貯
連
会
長
賞

小
坂
小
六
年
　
　

古
内
　

純
子

森
江
野
小
六
年
　

村
上
富
智
子

県
北
中
一
年
　
　

安
田
　

圭
介

県
北
中
二
年
　
　

後
藤
　

幸
恵

県
北

中
二

年
　
　

八
鳥
　

和
浩

シ
リ

ー
ズ

ふ
く
し
ま
国
体
県
民

運
動
に
み
ん
な
で
参

加
し
よ
う
！

「
ふ

く
し

ま
を

よ

く
知

り

紹
介
し

よ
う
」

Ｏ

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

自
分
の
ま
ち
を
来
訪
者
に
紹
介

す
る
こ
と
は
、
案
外
む
ず
か
し
い

も
の
で
す
。
ま
し
て
、
自
分
の
ま

ち
の
良
さ
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
も
っ
と
大

変
な
こ
と
で

は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
自

分
の
ま
ち
に
つ

い
て
の
た
く

さ
ん

の
知
識
を
必
要
と
し
ま
す
し

、
自

分
の
ま
ち

に
誇

り
を
も
た
な
け

れ

ば
、
そ
の
良

さ
を
わ
か
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
で
す
。

ま

ず
、
国
体

に
訪

れ
る
多
く
の

人
た
ち

に
自
分

の
ま
ち
の
良
さ
を

紹

介
で
き
る
よ

う
に
、
自
分
の
ま

ち
の
文
化
や
伝

統
な
ど
い
ろ

い
ろ

な
こ

と
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

○

こ
ん
な
形
で
参
加
し
て
く

だ

さ
い
。

○
地

城
の
祭
り

や
、
文
化
祭

に

参
加
し
よ
う

○
ま
ち

づ
く

り
、
ム
ラ

お
こ
し

活
動

に
参
加
し
よ
う

○
特
産
品

を
利
用
し
て
．
記
念

品

づ
く
り

に
協
力
し
よ
う

○
郷
土
の

史
跡

や
文
化
財
を
大

切

に
し
よ
う

○
地
城
の
伝
統
文
化
の
伝
承
保

存

に
っ
と

め
よ
う

○
郷
土
の

特
産
晶
を
積
極
的
に

宣
伝
し
よ
う

○

活
動
内
容

（

先
催
県
な
ど
で

は
、
こ

ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
ま

し
た
）

「
売
り
出
せ
／

ふ
る
さ
と
の

お
菓
子
」

べ
に
ば
な
国
体
か
開
催
さ
れ
た

山
形
県
Ｙ
市
の
菓
子
組
合
で
は
、

菓

子
作

り
と

い
う
本
業
で
国
体
を

応
援
し
よ
う
と
、
山
形
の
新
し

い

特
産
品
を
生
み
出
す
研
究
を
重
ね

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
山
形
特
産
の
ラ

ー

フ
ラ

ン
ス
（
洋
な
し
）
や
さ
く
ら

ん
ぼ
を
利
用
し
た

ご
フ

ー
フ
ラ

ン

ス
ゼ
リ

ー
″

”
さ
く
ら
ん

ぼ
ゼ
リ

ー
”
を
中
心
に
六
種
類
の
新
製
品

を
開
発
し
て
市
内

二
十
八
店
舗
で

一
斉
に
発
売
し
。
地
元
Ｙ

市
の
名

を

全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
と
の
こ

と
で
す
。

○

イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン

「
こ
れ

が
記
念
品
」

こ
れ
ま
で
の
国
体
を
開
催
し

た

市
町
村
で
は
。
訪
れ
る
役
員
・
選

手

た
ち
を
歓
迎
す
る
気
持
ち

を
込

め
て
様
々
な
記
念
品
を
製
作
し
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
念
品
は
、
趣
味
の
グ
ル

ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
か
ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア
で
取
り
組
む
例
か
多
く
、

そ
の
素
材
も
特
産
物
を
利
用
し
て

、

地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
も
役
立
て
て

い
る

よ
う
で
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
記
念
品

づ
く

り
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

こ
れ
ま
で
の
記
念
品
の
例
を
御

紹
介
し
ま
す
。

石
の
町
を
Ｐ
Ｒ
し
た
石
人
形

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
製
作
）

町
の
花

の
コ
サ
ー

ジ
ュ

（
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会
製

作
）

町
の
木
キ
リ
で
っ
く

っ
た
駒

下
駄

（
高
齢
者
事
業
団
製
作
）

リ
サ
イ
ク
ル
も
兼
ね
た
牛
乳

パ
ッ
ク
を
使

っ
た
は
か
き

（
町
連
合
婦
人
会
製
作
）

趣
味

を
生
か
し

た
国
体
歓
迎

ひ
ょ
う

た
ん

（
個
人
製
作
）
　
　
　

な

ど



ふるさとの文化財

9

9
国見の峠

(小坂峠を例とし て)

菊　池　利　雄

国
見
に
は
県
塊
嶺
線
（
長
嫩

と

か
大
峠
山
と
も
よ
ば
れ
る
）

に
沿

っ
て
、
西
か
ら
小
坂
峠
、
内

谷
峠
、

山
崎
峠
、
石
母
田
峠
、
森

山
峠
、

只

田
峠
が
、
そ
し
て
、
奥

州
街
道

の
国
見
峠
が
あ
る
。

小
坂
峠
は
、
険
し
い
山
越

え
の

道
で
あ
り
、
古
来
交
通
の
難
所
と

さ
れ
。
急
な
傾
斜
を
な
く
す
た
め

に
黻
折
り
の
坂
道
か
多
く
、
冬
と

も
な
れ
ば
一
面
の
深
い
雪
に
覆
わ

れ
て
。
旅
人
は
一
屑
の
雛
儀
を
強

い
ら
れ
た
。
綻
の
宿
町
住
民
は
峠

道
の
曾
踏
み
に
出
労
さ
せ

ら
れ
、

通
路
の
確
保
に
あ
た
っ
て

い
た
。

近
世
初
頭
に
お
け
る
羽
州

街
道

の
こ
の
峠
で
は
。
峠
下

集
落

と
し

て
の
小
坂
宿
と
戸
沢
宿
と
の
問
か
、

一
里
五
拾
六
間
（
約
四
・
一
㎞
）

と
離
れ
て

お
り
、
駄
賃
は
参
拾
壱

文
こ
の
内

十
文
は
坂
越
え
の
増
し

貨
と
さ
れ
て

い
た
。
（
上
杉
藩
『
信

夫
海
道
通
之
立
札
案
さ
」
）

寛
永
年
間
両
宿
の
川
に
、
ｈ

戸

沢
宿
か
毆
か
れ
て
旅
人
の
便
宜
か

は
か
ら
れ
。
峠
に
は
上
戸
沢
の
金

剛
院
を
別
当
と
し
た
不
動
堂

が
あ

る
。
秋
田
佐
竹
藩
で
御
用
足

を
勤

め
た
津
田
宗
庵
か
。
十
八
世
紀

の

は
し
め
に
喬
い
た
『
雪
の
ふ
る
逝
』

や
、
山
形
藩
主
秋
元
志
朝
が
・

Ｌ

州
館
林
へ
転
封
と
な
り
。
こ
れ
に

従

っ
た
家
臣
山
田
喜
太
夫
の
妻
音

和

子
が
、
弘
化
二
年
（
一
八
円
五

年
）
に
書

い
た
「
お
国
替
絵
巻
」

に
は
、

「
小
坂
峠
に
か
か
る
、
上

な

る
不
動
尊
へ
も

ふ
で
た
る
に
、

堂
は
新
し
き
欄
間
に
美
し
き
彫
物

あ

り
、
脇
に
茶
屋
あ
り
、
（
中
略
）

名
に
あ
う
小
坂
峠
の
ｔ
ｆ
な
れ
ば
、

何
程
け
わ
し
き
坂
な
る
や
、
程
ら

し

れ
待
つ
ら

ね
ど
、
こ
わ
こ
わ
な

が
ら
下
り
行
く
に
（
下
略
）

」
と

あ
り
、
現
「
萬
才
楽
荘
」

の
も
と

に
な

っ
た
峠
の
茶
屋
は
。
こ
の
頃

よ
り
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
る
か
。

そ
れ
以
前
に
つ

い
て
は
明
ら
か
で

な
く
、
峠
越
え
の
旅
人
を
大
雪
や

吹
雪
な
ど
の
災
禍
か
ら
護
る
、『
お

救

い
小
屋
』
に
起
源
を
も
っ
も
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
人
里
か
ら
離
れ
た

峠
の

治
安
は
。
如
何
に
し
て

保

た

れ
て

い
た
の
か
。
近
歐
に
お
い
て

は
仙
台
藩
と
幕
領
と
の
境
荐
と
な

り
、
鮠
集
落
の
上
戸
沢
と
小
坂
宿

に
は

川
留
番
所
か
置
か

れ
、
厳
瓜

な
取

り
締
ま
り
か
行
わ
れ
て

お
り
、

中
世
末
の

伊
達
氏
時
代

は
、
「
庭

芥
集
」

に

『
他
国
の
商
人

、
そ
の

外

往
復
の
万

民
、
あ

る
い
は
山
立

（
山
賊
）

、
あ
る
い
は
事

を
さ
う

に
よ

せ
、
人
の
財

宝
を
奪
い
取
る

事
、
後
先
の
郷
村
の
落
度

た
る
べ

し
」
と
し
て
、
峠
の
治
安

は
両
側

に
あ
る
村
落
に
負
わ
さ
れ
て

お
り

。

山
立
と
間
違
わ
れ
や
す

い
狩

人
に

は
、
街
道
よ
り
三
里
以
内
で

の
狩

り
を
禁
じ
る
な
ど
し
て

い
た
。

小
坂
峠
も
含
め
て
、
東
の
嶺
線

を
越
え
る
峠
述
の
多
く
は
、
伊
達

郡
側
の
山
梍
郎
に
位
置
す
る
石
毋

田
な
ど
の
村
々
と
、
刈
田
郡
小
原

村
の
自
石
川
に
沿
っ
て
点
在
す
る

集
落
と
を
結

ぶ
間
道
で
あ
り
、
昭

和
の
中
頃
ま
で
は
、
農
業
の
再
生

産
に
必
要
と
す
る
生
草
、
生
活
資

材
で
あ
る
耕
、
柴
木
な
ど
を
求
め

る
入
会
地
小
原
山
へ
の
通
道
や
、

峠
を
挾
む
集
藩
間
で
の
流
通
、
通

婚
な
ど
を
媒
介
す
る
役
割
を
果
た

し
て

い
た
。

参
考
文
献

「
歴

史

の

道

・
羽

州

街

道

」

「

七
ヶ

宿

町

史
」
　
「
白

石

市

史
」
　
「
宮

城

県

史
」

文化団体紹介

｢国見映友会｣

国
見
映
友
会

は
、
会

員
十
三
名

会
畏
は
、
佐
藤
精
巾

さ
ん
（
泉
田

字
平
林
七
）
で
す
。

町
内

の
催
し
や
各
地
区

の
ス
ポ

ー
ツ
大
会

な
ど
に
、
ビ
デ
オ
カ

メ

ラ
を
手
に
出
か
け
ま
す
。

ビ
デ
オ
の
編
集
は
、
毎
週
水
曜

Ｈ
に
、
蓬

田
晋

一
さ
ん
宅
で
行

い
、

熱
中
す

る
あ
ま
り
、
深
夜
ま
で
続

く
そ
う
で
す

。

二

日
か

か
り
で
撮

っ
た
ビ
デ

オ
を
編
集
す

る
と
、
三
分
位
の
内

容
に
な
っ
て
し

ま
う
。
」
ま

た
、

『
初

日
の
出

や
初
売
り
を
撮

る
の

に
、
真
冬

の
暗

い
う
ち
に
出
か
け

る
こ
と
も
あ

る
。
』
と
。
会
員
の

皆
さ
ん
は
笑
い
な
が
ら
語
る
。

閏

見
映
友
会

は
。
公
民
館
主
催

の
ビ
デ
オ
講
習
会

が
き
っ
か
け
で
、

昭
和

五
十
八
年

に
兇
足
。
当
時
は
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

か
普
及
し
始

め
た

時
で
あ
り
。

ビ
デ
オ
撮
影

だ
け
で

な
く
、

ビ
デ
オ
編
集

も
研

究
し
て

み
よ
う
と
、
有
志

が
集

ま
り
結
成

さ
れ

た
。

町
内

各
小
学
校
の
教
材
用

に
、

一
年
か
か
り
で
製
作
し

た
「
国
見

町
の
文
化
財
」
は
匕

め
、
「
く

だ

も
の
と
歴
史
の
里
国
見
町
」
。
「
奥

州
合
戦
八
百
年
祭
」

、
「
内

谷
太

太
神
楽
」
な
ど
、
数
多
く
の
作
品

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

よ
り
良

い
作
品
、
映
像
を
追
い

求
め
、
積
極
的
に
講
習
会

を
鬨
催

し

た
り

、
ビ
デ
オ
コ
ン
テ

ス
ト
に

参
加
し

た
り
と
意
欲
滴
々
で
す
。

会
員

に
な

り
た
い
方
は
、
佐
藤

精
市

さ
ん

（
壼
叩
4
4
8
1

）
ま

で
連
絡
く

だ
さ
い
。

「国見峽友会」会員の多彩な顔ぷれ



お
　

知
　

ら
　

せ

ご
存
じ
で
す
か

老

人

保

健

『
老
人
保
健

法
』
は
、
高
齢
者

の
た
め
の
医
療
保
険

制
度
で
す
。

こ
れ
は
、
国
民
の
一
人
ひ
と

り

が
日
頃
か
ら
お
金
を
出
し
合

っ
て

、

医
療
費
の
一
部
を
負
担
す

る
こ
と

で
、
高
齢
者
に
安
心
し
て

医
療
を

受
け
て
も
ら
お
う

と
い
う

も
の
で

す
。老

後
の
健
康
は
国
民
み
ん
な
の

願

い

『
老
人
保
健
法

』
を
正
し
く

理
解
し

。
健
康
で
豊
か
な
毎
日
を

過

ご
し

ま
し

ょ
う

。

老
人
医
療
の
資

格
届
け
を
忘
れ

ず

に
μ
‥

◇
対
象
者

七
十
才

以
上
の
人

六
十
五
才
以
上

七
十
歳
未
満
の

ね
た
き
り
な
ど
の
状
態

に
あ
る

人

◇

ね
た
き
り
の
状
態
と
は

・
身

体
障

害
者
手
帳
一
級
、
二
級
、

三
級
の
所
持
者
等

◇
医
療
開
始
時
期

七
十
才
の
誕
生
日
の
翌

月
、
ま

た
は
、
ね
た
き
り
な
ど
の
状
態

に
あ
る
旨
の
認
定
を
受

け
た
翌

月
（
認
定
日
か
月
の
初
日
で

あ

る
時
は
そ
の
月
）
か
ら
、
医

療

か
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇

手
続
き

七
十
歳
に
な
っ
た
人
へ
通
知
し

ま
す
の
で

、
保
険
証
と
印
鑑
を

持
参
し
て
く

だ
さ
い
・

ね
な
き

り
等
の
人
は
、
保
険

証
、
印
鑑

の
ほ
か
に
、
身

体
障

害
者
手
帳
、

ま
た
は
、
養
育
手
帳

な
ど
か

必

要
で

す
。
代

理
も
可

。

な
お
、
死
亡

、
転
出
な
ど
に

よ
り
資
格
か
な
く
な

っ
た
人
は
、

す
み
や
か

に
。
老
人
医
療
受
給

者

証
を
返
還
し
て
く

だ
さ
い
・

■

問
い
合
わ
せ

・
役
場
保
健
課
国
保
係

雲
6
2
1
1
1
　
内
線
１
４
３

高
齢
者
等

住
宅
改
造
資
金

『
福
鳥
県
高
齢
者
等
住
宅
改
造

資
金
』
と
は

、
お
年
寄
り
や
体
の

不
自

由
な
方
な

ど
が
、
で
き
る
か

ぎ
り
住
み
償

れ
た
地
城
で
、
家
族

に
囲
ま
れ
て

生
活
を
送
る
た
め
に
。

住
環
塊
を
改
善
す
る
方
々
を
支
援

す
る
低
利

資
金

で
す
。

◇
融
資
対
象
者

県
内
に
住
所

を
有
し
、
次
の

剛
、

叨

闥
の

い
ず
れ
か

に
該
当
し

。

か
つ
金
融
機

関
の
貸
付
審
査
基

準

に
適
合
し

た
方
。

1
1

1

六
十
歳
以
上

の
者

、
ま

た
は
、

瞭
害
者
手
帳

（
身

体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手

恨
）

を
保
持
し
て

い
る
者
（
以
下

『
高
齢
者
等
』

と
い
う
。
）
の
親
族
、
も
し
く

は
。
本
人

Ｉ９

″

Ｃ

高
齢
者
等
と
同
一
世
帯
に
属
す

る
方
（
Ⅲ
を
除
く
）

Ｉ肖
ａ

Ｃ

そ
の
他
、
高
齢
者
等
に
住
宅
改

造
を
行
う
者
で
、
融
資
対
象
者

と
す
る
こ
と
か
適
当
と
認
め
ら

れ
る
方

◇
融
資
対
象
事
業

高
齢
者
等
の
現
住
家
屋
に
対
し

、

安
全
性
に
主
眼
を
置
き
、
高
齢

者
等
か
よ
り
居
住
し
や
す

い
よ

う
行
う
風
呂
場
、
便
所
。
専

用

居
宅
、
玄
関
、
廊
下
、
階
段

、

洗
而
所
等
の
増
改
築
等
の
工
事

。

た
だ
し

、
維
持
補
修
的

な
も

の
は
除
き
ま
す
。

◇
融
資
金
額

・
十
万
円
以
上

三
百
万
円
以
内

（

十
万

円

単
位

）

◇
利
率

年
率
二
・
八
％
（
団
体
信
用
生

命
保
険
料

、
保
証
料
一
・
八
％

含
む
）

◇

融
資
期
間

十
年
以
内

■

問
い
合
わ
せ

・
県
高
齢
福

祉
課
在
宅
福
祉
係

雲
仙
7
1
6
4

ご
協
力
く
だ
さ
い

み
ん
な
の
力
で

犯
罪
捜
査

警
察
で

は
、
十
一
月
一
日
か
ら

三
十
日
ま
で

の

１
ヵ
月
間

「
捜
査

活
動
等
に
対
す

る
県
民
協
力
確
保

及
び
指
名
手
配

被
疑
者
捜
査

強
化

月
間
」
を
全
国
で

実
施
し
て
お

り

ま
す
。

最
近
は
、
殺
人
、
強
盗

な
ど
悪

質
な
犯

罪
や
、
幼

児
を

ね
ら

っ
た

誘
拐
、
性
的
な
犯
罪
か
年

々
増
加

し
て

い
ま
す
。

平
穏
な
生
活
を
し
て

い
て

も
、

あ
な
た
自
身
が
い
つ
こ

れ
ら
の
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。

警
察
で
は
、
こ
れ
ら

の
犯
罪

を

早
期
に
解
決
す
る
た
め
に
．

広
城

機
動
捜
査
班
を
設
置
し
た
り
．
最

新
鋭
の
機
械
な
ど
を
装
備
し
た
り

し
て
お
り
ま
す

が
、
何
に
も
増
し

て
県
民
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
通

報
な

ど
、
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
ご

理
解
と

ご
協
力

が
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な

い
も
の
と
な

り
て
お
り
ま

す
．犯

罪
に
つ

い
て
知

り
て

い
る
こ

と
は
積
極
的
に
通
報
を
／

聞
き
込
み
捜
査
に

ご
協
力
を
／・

被
害
に
遭

っ
た
と
き
は
必
ず
届

け
出
を
／

。

『
事
件
か
な
？

』
と
思

り
た
ら

一
一
〇
番

通
報
を
／・

指
名
手
配
犯
人

の
検
挙
に

ご
協

力
を

／・

１
－－－列

１
、。

一

連
絡
先

・

藤
田
駐
在
所
　
　

６
２
０
５
９

・

大
木

戸
駐
在
所
　

醇
３
１
０
７

・

桑
折
警
察
署
　
　

劼
2
1
5
1



住
宅
需
要
実
態
調
査

建
般
省
で
は
、
都
道
府
県
、
市

町
村
の
協
力
の
も
と
に
、
平
成
五

年
十
二
月
一
日
に
全
国
に
わ
た
っ

て

『
平
成
五
年
住
宅
需
要
実
態
調

査
』
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま

す
。こ

の
調
査
は
。
全
国
の

家
庭
の

皆
様
が
住
宅
に
つ
い
て

日
頃

ど
の

よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て

い
る
か
、

ま
た
、
住
宅
の
改
善
に
つ
い
て
ど

の
様
な
計
画
を
お
持
ち
に
な
っ
て

い
る
か
な

ど
を
伺
う
も
の
で
。
国

や
地
方
公
共
団
体
の
住
宅
政
策
を

進

め
る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な

る
も
の
で
す

。

全
国
で

、
約
十
万
世
帯
を

対
象

と
し
ま
す

が
、
福
島
県
内
で
は
、

五
千
八
百

戸
に
調
査
を

お
願

い
す

る
こ
と
と

な

り
て

お
り
ま
す

。

十
一
月
二
十
四
日
か
ら

十
二
月

七
日
ま
で
の
間

に
調
査
員
か
お
伺

い
し
ま
す
の
で

、
よ

ろ
し
く

ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

事
故
の
な
い
よ
う
に

狩

猟

解

禁

一

狩
猟
期
間

十
一
月
十
五
日
～
翌
年
二
月
十

五
日

■

鳥

獣
捕
獲
の

禁
止
場
所

①
鳥
獣
保
護
Ｋ

②
休
猟
区

③
公
道
（
一
般
公
衆
の

通
行
の
用

に
供
さ
れ
て

い
る
道
路
）

④
環
境
庁
長
官
の
指
定
す
る
公
園
、

そ

の
他
こ

れ
に
類
す

る
場
所

⑤
社
寺
境
内
及

び
墓
地

■

銃
猟
の

禁
止

①
銃
猟
禁
止
区

城

②
市
街
そ
の
他

人
家

密
集
の
場
所
、

及
び
衆
人
群

集
の

楊
所

③
卩
没

後
か
ら

日
の
出
前

④
銃
丸

の
達
す

る
お
そ

れ
の
あ

る

人
畜

、
建
物

、
電
車

な
ど
に
向

か
っ
て
発
射

す
る
こ
と

■

鳥
獣
保
護
区

・
阿
沖
賀
志

山
　
平

成
十
一
年
十

月
三
十
一
日
ま
で
　
5
6
㎏

■

問
い
合
わ
せ

・
役
場
農
林

課
農
林
振
興

係

雲
6
2
1
1
1
　

内

線
２
３

１

「
「

ン
タ
ー
の
方
は
、
事

故
の

な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
」

戸籍の窓口
(10 川受付分)

出生お めでとうござい ます
子 の 名　 保護 吝'　 町内 会

笑 悒{み　 膕 ) 山田 長徳 人 町 北
災 徳(み　sJ) 村上 姚夫 大 木 戸

覚( さ と る)内村　 等 町　 東
佑　 蜀!ゆ　 み)齋● 正一 貝　 ｍ
梨 菓(り　 な)山口　 昭 源宗111東
大 柵(だ い ご)  高 験 蓍　 山
山 紀(ゆ　 き)菊地 幸喜 源宗111東
加 奈(か　 な)佐● 公ｆ 奈 田 中

結婚 おめでとうござ います
氏　　 名

紺 野 広 美
訟 浦 和 子
斎 砧　　 霞
金 澤　　 吸
引 地 久　夬
闃 侠 久笑子
古 内II °|史
訟 加　XiW 代
長谷111　111　－
扞　　 誠　 女
蕩　 田　 民 人
小野･¥111 紀
八･ 咎　 劵 鴾
E　　1111 紅
λ　 蠢 鵺 則
黯||| 恋 災子

町 内 会

呶 川 上

町　 前

石 はlll 亂

白 石ili

哈 江 北

隔 鳥rli

宮 町 北

梁 川 町

高　 城

中　 川

第　 瓦

福 鳥 「li

第　 Ｌ

中　 川

じ●S 衄耐T

人 町r 軻

お くや み 申 し上 げ ま す
氏　　 名　　　 年齢　　 町内 会

瞳 侈　 笂i:|:１　　 ４９　　 前　III
室 片 ヒ サ　　 ８５　　 哈 江 北
菊 地　 キョ ノ　　81　　 石母 Ⅲ 東
哈 江 フ ミノ　　81　　 第　 Ｌ
高 鳴 昭 μ　　 ６　　 幃　 谷

本 川　 ヨ　ウ　　 胞　　 内 谷 柬
鈴　 未　／りレヨ　　　 脯　　 皈　 鳩
宮 川 豊 文　　 ８２　　 木　 町

占’
μ|　　 遠　　64　　 山崎 小加

児 鳥　１代r-　　52　　 山　 眼
14E ii 喜 代　　72　　 人 町 南
佐ii　 カメヨ　　85　　1 卓　 ●|‘
鈴 木 正 雄　　 ６９　　 川　 内

人 口 と 世 帯

Ｕ 月１日現在(前月比)10月中のうごき

人
　
　

口

男5  39 人(  一 3  )

女6  靆 42 人 （ － ６ ）

･･ 計 ll  .  1人 （－ ９）

世帯欽3,041 戸(  十 4 )

転 入18 人

転 出22 人

出　生　８人

死　亡　13人

冷害等の災害により被害を受けられた方は、

税務署に申請することによって、国税の納税の

猶予を受けることができます。

納 税の猶予を申請しますと、一時に納付することが

できないと認められる税金は、１年以 内の期間で猶予

を受 けることかできます。

■問い合わせ 福島税務署(  34 ) 3121

11月　霜月（しもつき）

21日（日）最低賃金岡知旬間

日 (月）小 雪

日 ( 火）動労感謝の日

日 ( 日 ) 税関記念日

12月　 師走（ しわす）

球1（水）歳末たすけあい運動

4 11 （土）人権週間

８ｎ（水）針供養

９１（木）障害者のｕ

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相該 室 （柬眞人口からお入り下さい）

時 間 ： ９時 ～12 畔

こまったことや、相談ごと がありましたら、

お飢軽にご 相擴下さい。 秘密は絶対に守り ます。

〔柵麟員l

11月25 日 (木）曳地　 善作・佐藤 八瓜子

12月3  日 ( 金 ) 佐久間　巌・谷津 智忠

12月15 日 (水）武ln　 勲・山内 聡 子

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

危 8  5  ｰ  2  6  7

F A  X

8  5  ｰ  2  7  0

さ
よ
う
な
ら

町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

町
民

が
待
ち

望
ん
で

い
た
国

見

町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
も
完
成

し
、
十
一
月
一
日
に
は
引

渡
し
か

行

わ

れ
、

仮
オ

ー
プ

ン

き
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
町

民
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
使
用

も
終

わ
る
こ
と

に
な
り
ま

す
。

公

民
館
各
学
級
で

は
、
昭
和
四

十
五
年

以
来
お
世
話

に
な

っ
た
町

民
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
感
謝
の
意
を

込
め
、
そ

れ
ぞ
れ
惜
別
の
会
を
開

き
ま
し

た
が
、
阿
津
賀
志
学
級
で

も
去

る
十
月
十
五
日
吻
午
前
九
時

三
十

分
よ

り
行

り
た
と
こ
ろ
、
二

百
四

十
一
名
と

い
う
多
数
の
学
級

生
か
出
席
し
盛
会
で
し

た
．

会

は
阿
津
賀
志
学
級
の
歌
斉
唱

に
始
ま
り
、
鈴
木
館
艮
挨
拶
、
福

祉
セ

ン
タ
ー
の
沿
革
に
つ
い
て

の

話
の
後
、
藤
田
勝
衛
様
よ
り
福
祉

セ

ン
タ
ー
や
、
阿
津
賀
志
学
級

の

変
遷
に
ま
っ
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
思

い
出
話

が
あ
り
、
学
級

生
は
な
っ

か
し
く
．
う
な
ず
き
な
が
ら
聴
き

入
っ
て

い
ま
し
た
．

次
に
、
伊
建
町
宍

戸
昭

五
様
の

人
形
を
使
っ
た
巧
み
な
腹
話
術
と
、

扇
子
や
ひ
も
、
新
聞
紙
等
を
利
用

し
た
マ

ジ
ッ
ク
の
不
思
議
さ
を
．

笑
い
と
驚

き
の
中
に
観
賞
し
て
か

ら
、
玄
関
前
で
建
物
を

バ

ヴ
ク
に
．

地
区

毎
に
記
念
撮
彫
を
し
ま
し

た

か
、
皆
さ
ん
感
慨
深
げ
で
し
た
．

最
後
に
全
員
で
茶
菓
を

い
た
だ

き
な
が
ら
、
長
年
お
世
話
に
な
っ

た
思

い
出
を
語
り
合
い
、
長
い
歴

史
を
閉

じ
る
福
祉
セ
ン
タ

ー
と
の

名
残
り
を
惜
し

み
ま
し

た
。

▲腹話術を楽しむ学級生

楽
し
い
種
目
に
挑
戦

～
世
代
間
交
流
運
動
会
～

商
齢
者
、
婦
人
、
少
年
仲
間
づ

く
り
教
室
生
に
よ
る
『
世
代
間
交

流
運
動
会
』
は
体
育
の
卩
の
十
月

十
日
、
町
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

運
動
会
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
町
婦
人
会
連
合
会
、
町
公

民
館
の
共
催
で
開
か
れ
、
今
年
初

め
て
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
生
か

加
わ
り
、
約
二
百
五
十
人
が
参
加

し
た
に
ぎ
や
か
な
運
動
会
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
日
は
開
会
式
に
ひ
き
続
い

て
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た

あ
と
、
紅
白
玉
入
れ
、
綱
引
き
、

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
棒
で
追
い
か

け
る
「
ま
っ
す
ぐ
進
め
」
や
、
か
か

し
の
モ

デ
ル
に
服
を
着
せ
て
タ
イ

ム
を
竸
う
『
か
か
し
コ

ン
ク
ー
ル
』

な
ど
ユ
ニ

ー
ク
な
九
種
目
か
行
わ

れ
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

▲力を合わせて ヨイシΞi,/

・世代間の交流を深める

子
育
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク

野
外
研
修

「

自

然

の

中
で

」

子
育
て
教
室
の
野
外
研
修
と
し

气
1
0

月
2
4日
剛
、
福
祉
バ
ス
を

利
用
し
て
、
半
田
沼
公
園
に
行
き

ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
雨
は
あ
か
っ

た
よ
う
で
し
た
か
、
風
が
強
く

、

気
温
も
低
か
っ
た
の
で
参
加
取
消

し
も
多
く
。
子
ど
も
1
0名
を
含

め

（
う
ち
小
学
生
２
名
）

お
父
さ
ん

も

２

名

参
加

し
て

午
前

９

時
す

ぎ
公
民
館
を
出
発
し
ま
し

た
。
公

園
に
着
く
と
。
雨
が
ぱ
ら
つ
き

ま

し
た
か
み
ん
な
元
気
に
沼
を

一
周

し
て
体
を
温
め
、
沼
の
東
側

の
高

台
に
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
と
隣

り
合

っ

て
い
る
多
目
的
広
場
に
た
ど
り
着

き
ま
し
た
。

福
島

市
新
体
操
ク
ラ

ブ
の
鈴
木

敬
子
先
生
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の

ご

指
導
で
、
体
を
温
め
る
体
操

や
リ

ズ
ム
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て

あ
そ
び
ま
し
た
。
時
折

の
強
い
風

に
新
聞
紙
を
と

ば
さ
れ
ご

兀
気

に

追

い
か
け
な
か
ら
。
よ
う

や
く
新

聞
紙
を
丸
め
て
ガ
ム
テ

ー
プ
で

と

め
て
ボ
ー
ル
あ
そ
び
も
し
ま
し

た
。

昼
食
は
風
か
強
い
の
で
（

ウ
ス

▲限子のきずなを深めた子青でピクニック



の
中
に
入
っ
て
食
べ
ま
し

た
。
ほ

ん
と
う
は
気
持
ち
の
い
い
秋
空
の

下
で
楽
し
く
や
り
た
か
っ
た
の
で

す
か
、
い
た
ず
ら
風

に
悩

ま
さ
れ

て
ち
ょ
っ

ぴ
り
残
念
で
し

た
・
1
2

時
半
、
降
り
出
し
た
雨

の
中
を
福

祉
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
公

民
館
に
帰

う
て
き
ま
し
た
。

あ

い
に
く
の
悪
天
候
の
中
を
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の
奥
山
さ
ん
、
後

藤
さ
ん
、
運
転
手
の
国
分
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ

っ
て
所
期
の
目
的
を

達
成
で
き

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

紙
上
を
か
り
て
厚
ぐ
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ワ
ー
プ
ロ
つ
て

お

も

し

ろ

い

吉
田
ト
モ
子

文
字
は
書
く
人
の
性
格
を
表
わ

す
と
言
わ

れ
ま
す
か
、
ぎ
く
し

ゃ

く
し

た
文
字
し
か
書
け
な

い
私
は
、

文
字
を
書
く

た
ぴ
に
恥
を
か

い
て

い
る
始
末
で
す
。
も
っ
と
す
っ
き

り
し

た
字

が
耆
け
た
ら

い
い
な
と

思

っ
て

い
ま
し

た
。

そ
ん
な
時
、
公
民
館
で
ワ

ー
プ

ロ
教
室
の
あ

る
の
を
知
り
、
こ
れ

な
ら
恥
を
か
か
ず
に
済
む
か
む
知

れ
な

い
と

、
友
達
と

い

り
し

ょ
に

早
速

、
申
し

込
み
ま
し

た
。

十
月
四

日
か
ら
始
ま

り
た
「
ワ

‐

プ
ロ
教
室
」
で

は
、
講
師
の
方

も
教
室
生
も
四
苦
八
苦
で
し

た
。

そ
れ
で
も
、「
な
ぜ
こ
う

な
る
の
か

な
ん
て
難
し
く
考
え
な
い
で
、
す

ん
な
り
い
き
ま
し

ょ
う
」

と
い
う

言
葉
を
素
直
に
受
け
て

、
ど
う
に

か
文
字
を
打
て

る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
・

目
的
の
キ
ー
を
打

つ
ま
で

や
や
し
ば
ら
く
か
か
る
た
ど
た
ど

し

い
指
の
動
き
だ
け

ど
、
は
匕
め

に
ひ
ら
が
な
で
打
ち

、
漢
字
に
変

換
す
る
と
沢
山
の
漢
字

が
次
々
と

出
て
き
て
、
探
し
て

い
た
漢
字
を

見
つ
け
た
時
の
う

れ
し
さ
、
打
つ

ほ
ど
に
面
白
く

な
り
ま
し

た
。

下
手
な
文
章
も
ワ

ー
プ

ロ
の
整

然
と
し
た
文
字
で

轟
か

れ
る
と
、

多
少
は
上

手
に
感
じ

る
か
ら
不
思

議
で
す

。
こ
れ
か
ら
も
、
機
会
か

あ
っ
た
ら
ワ
ー
プ
ロ
を
打

っ
て
み

た
い
と
思

い
ま
す
。

▲熱心tこキーを打つ受講生

練
習
の
成
果
を

発
　
揮

第
十
三
回
国

見
町
少
年
柔
道
大

会
は
十
月

三
日

、
町
民
体
育
館
で

開
か
れ
、
県
内

外
の
子
ど
も

た
ち

か
熟
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し

た
。

町
柔
道
ク
ラ

ブ
の
主
催
で
、
柔

道
に
励
む
少
年

。
少
女
た
ち
か
一

堂
に
会

し
て

心
身
の
鍛
練

と
相
互

の
親

ぽ
く
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
開
か
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

今
大
会

に
は
、
福
鳥
。
宮
城

、

山
形
の
二

県
か

ら
五
十
チ

ー
ム
か

出
場
。
小
学
生
低
、
高
学
年
と
中

学
の
郎
に
分
か

れ
て
の
団
体
戦
、

女
子
の
個
人
戦

を
行
い
ま
し

た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
投

げ
の
大
技
や

寝
技
な
ど
で
、
日

ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
ま
し

た
。

●為戦を練り広げた少年柔道大会

せら知おの事行

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　 事 �月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　 事

II �16�

火 �子ども移動図書館（蘰Ⅲ小２年） �12�１ �水 �子ども移助図11館（藤Ⅲ小２年）

�17�水 �１ども移動図書館（藤Ⅲ小３年） ��２�木 �子ども移動図酋館（藤田小１年）

�18�木 �子ども移動閃 龕館（ 大枝小） �
�６�月 �子ども移動図冴館（小坂小）

�����７�火 �女性教室、成人学級（ミニ門松作り）
�21�日 �少年仲間づくり教室

�����８�水 �
子ども移動図方館（大木戸小）

�22�月 �子ども移動図 濫館（小坂小）

�������女性教室
�23�火 �町内 一周駅伝競走大会

�����９�木 �
子ども移動図方館（大技小）

�Z4�水 �子ども移動図書館（大木戸小）
�������成人学級

�25�木 �子ども移動図ぶ鱚（藤Ⅲ小１年）
�����10�金�子育て教室（おやつ作り）

�26�金 �子育て教室（国 兇東部活性化センター）

�����14�火 �
子ども移助図耆館（森江野小）

�30�火 �
阿津賀志、成人学級、女性教室合同学習会 �������阿津賀志、成人学級合同学習会

���子ども移動図番館（森江野小） ��15�水�子ども移動図書館（藤田小３年）



青
少
年
健
全
育
成
図
り

芋
　
煮
　
会

青

少
年
育
成

町
民
会
謎
大
枝
地

区
推
進
協
議
会
（
佐
藤
洋
一
会

長
）

と
町
公

民
館
で

は
、
青

少
年
健
全

育
成

の
意

識
を

た
か

め
よ
う
と

、

西
大
枝

地
区
民
総
参
加

に
よ
る
芋

煮
会

を
開
催
し
ま
し

た
。

芋

煮
会

は
。
十
月

九
日
、
国
見

東
部
高
齢
者
等
活
性
化
セ

ン
タ

ー

前
広
場
で

、
子
供
か
ら

お
年
寄
り

ま
で
約
二
百
名

が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し

た
。

日
本

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
公
認
指
導
員
二
名
に
よ

る
ゲ

ー

ム
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
世
代

を
越
え
て
楽
し
み
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
の
後
は
、
参
加
者
全
員

に
、
大
き
な
な

べ
で
十
分
に
煮
込

ん
だ
芋
煮

が
振
る
舞
わ
れ
、
す
が

す

が
し

い
秋
空
の
も
と
で
、
幼

児

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
交
流
と
自

然
へ
の
親
し
み
を
深

め
ま
し
た
。

大
木
戸
小
学
校
の

創
立
百
二
十
周
年
を

祝
　

う

大
木

戸
小
学
校
創
立
百
二
十
周

年
記

念
祝
賀

会
が
。
十
月
二
十
四

日
、
国

見
町

農
協
会
館
で
行
わ

れ

ま
し

た
。

祝
賀
会

は
、
現
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、

歴
代
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
で

組
織
さ
れ
た

実
行

委
貝
会

の
主
催
に
よ
り
、
来

賓

の
冨
永
武

夫
町
長

は
じ
め
、
地

元
の

議
会
議
員

、
町
内

会
長
、
有

識
者
ら
約
六
十

名
か
出
席
し
て
行

わ

れ
ま
し

た
。

松
浦
長
明
実

行
委
員
畏

。
久
米

光
勇
大
木
戸
小

学
校
長
の

あ
い
さ

つ
に
続
き
、
冨
永
武

夫
町
長

と
佐

藤
利
雄
教
育
委
員
長

が
、
祝
辞
を

述

べ
ま
し
た
。

火
木
戸
小
学
校
は
、
明
治
六
年
、

現
在
の
安
養
寺
に
開
設
創
立
、
校

舎
移
転
改
築
の
後
、
昭
和
五
十
三

年
に
近
代
的
な
鉄
筋
校
舎
に
改
築

さ
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

出
席
者
は
、
懐
か
し
い
思
い
川

話
に
花
を

咲
か
せ
、
創
立
百
二
十

周
年
を
祝

い
ま
し
た
。

環
境
の
美
化
に
一
役

～
建
般
業
協
会
が
奉
仕
作
巣
～

町
Ｌ

木
建
設
業
協
会

（
渡
辺
‐‐

会

長
）
で

は
、

町
の
環
境
美
化

に

少
し
で
も
貢
献
し
よ
う
と
、
十
月

二
十
九
日
、
Ｊ
Ｒ
藤
田
駅
前
の
自

転
車
置
場
周
辺
や
駅
に
通
じ
る
道

の
雑
木
の
伐
採
や
草
刈
り
な
ど
の

奉
仕
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

奉
仕
作
業
は
。
建
設
業

協
会
会

貝
全
員
の
ほ
か
．
Ｊ
Ｒ
関
係
者

な

ど
も
参
加
し
て
、
半
日
が
か
り
で

行

わ
れ
ま
し
た
。

作
楽
か
終
わ
る
と
、
駅
周
辺
は

見
違
え
る
ほ

ど
き
れ
い
に
な
り
ま

し

た
。

参
加
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

本
当
に
御
苦
労
隊
で
し
た
・

塚
野
目
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大

会

に

百
四
名
が
参
加

第
四

回
塚

野
ロ
ロ

ー
ド
レ

ー
ス

大
会
か

、
十
月
三
十
一
日
、
町
内

外
か
ら
百
四
名
の
参
加

者
を
集
め

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

は
、
地
城

住
民
と
参
加
者
と
の
交
流

と
親
睦

を
深
め
、
健
全
な
精
神

と
体
力
の

向
上

を
図
り
。
塚
野
目

ス
ポ
ー
ツ

振
興
会

（
菊

地
富
男
会
長
）

の
主

催
に
よ
り
。
開
催
さ

れ
て

い
ま
す
。

開
会

式
の
後
、
親
子
の
部

、
小

学
女
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部

、

小
学
男
子
の
部
。
壮
年
の
部

、
一

般
男

子
の
部
、
エ
リ

ー
ト
の
部
に

分
け
て
競
技

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

刈

り
入
れ
を
終
え

た
田

園
地
帯

に
。
熱
走

が
展
開
さ

れ
、
歓
声
か

こ
だ
ま
し
て

い
ま
し

た
。

競
技
終
了

後
に
は
、
お
楽
し
み

抽
選
会

も
行
わ
れ
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
参
加
者

は
、
親
睦
を
深

め
あ

っ
て

い
ま
し

た
。

編
集
日
記

文
化
の

発
達
に
も
深

い
か
か
わ

り
を
も

っ
て

い
る
「
米
」
。

こ

の
「
米
」

が
、
今
年
程
物
議

を
醸
し

た
年
は
な

い
。

輸

人
米
、
冷
害
、
そ
し
て
、
盗

難
…
あ
ま

り
に
も
節
操
か
な

い
。

幼

い
頃

、
「
八
十
八

回
も

手
を

か
け
て
作
る
か
ら
「
米
」

と
い
う

ん
だ
よ
」
と
、
教
え
ら
れ
た
。

刈
り
入
れ
を
終
え

た
田

を
見
る

と
。
そ
ん
な
言
葉
を
思

い
出
す
。

編
典

国
見
町
総
胯
良

福
島
県
伊
達
郡
四
兄
町
大
字
留
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

一

九
六
九
！
・
ｔ
　

酋
（
○
二
四
五

）
八
五
‐
‘
二

一
一
｛
代
喪
｝

ゲームに興じる子供 たち

大木戸小飼立12a岡年妃念祝賀会

毒仕作業を行う建廿業協会の瞥さん

スタートラインに整列（親子の部）

わ
だ
い
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